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1 ．はじめに
　この度私は， ６ 年次の海外選択制臨床実習の機会に，アメリカ合衆国カリフォルニア州にあるカリフォル
ニア大学サンディエゴ校（UCSD）において，20１５年 ４ 月 ６ 日から ５ 月 １ 日まで， １ か月間の実習に行って
きました。この １ か月において学び，感じたものは大きく，こうして刺激を受けて帰ってこられたことに充
実感と達成感を感じています。そして今回この報告書を通して，次にまた海外での病院実習を希望する方の
お役に立てるよう，この １ か月とそれまでの経過についてまとめていきたいと思います。また，今回の実習
に当たり，私たちの実習の成功のためにご尽力くださった富山大学附属病院小児科の市田蕗子先生はじめ，
多方面からサポートしてくださった全ての方々に深く感謝するとともに，将来にこの経験が生きるように今
後も精進していきたいと思います。ありがとうございました。
2 ．海外実習を希望した理由
　海外の医療を実際に自分の目で見る，ということは，誰もがいつでもできるような，そんなありふれた経
験ではないと思います。だからこそ，その機会を与えられたこの時に，ぜひその経験をしてみたい，と考え
海外での病院実習を希望しました。また，海外での実習というどこかchallengingな状況に自分を置くこと
は，自分の成長やモチベーションの向上につながるだろうという考えも持っていました。
3 ．実習までの準備
Ⅰ．実習先の決定
　20１４年夏に海外実習希望者の中で，希望の国，都市，病院が決定しました。UCSDは前年度も 2 人の学
生を富山大学から受け入れていることもあり，今年も同様に富山大学附属病院小児科の市田先生を通して
UCSDのKawasaki Disease Research CenterのDr. Burnsに繋いでいただくことができました。連絡を取っ
ている中で，UCSDは今年度から留学生の受け入れに対して厳しくなったため，公的に留学生の受付に申
し込むよう言われたため，願書を提出したものの，願書受け付け不可という返事が返ってきてしまいまし
た。その旨を市田先生，Dr. Burnsに伝え，最終的には昨年度と同様に，Dr. Burnsに個人的に受け入れて
いただくという形で１0月に海外実習の場所と期間が決定しました。
Ⅱ．滞在先，移動手段の準備
　20１４年１2月：航空券
　20１５年 １ 月：住居
　20１５年 3 月：レンタカー
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　はじめはMonthly apartment（ 2 人 １ 部屋）を予約していたのですが，その後，Dr. Burnsにホームス
テイ先（ １ 人 １ 部屋）を紹介していただき，カリフォルニア大学で研究者として働く女性の家に １ か月お
世話になることになりました。食事は自分たちですべて済ませ，台所，冷蔵庫，洗濯機，その他なんでも
自由に使ってよいという条件で，とても快適に過ごすことができました。 2 人だけのアパートよりも，こ
うして現地のご家族とコミュニケーションをとりながら生活できるホームステイを選択したことは正解
だったと考えています。
　また，住居や大学の立地を考えて車での移動が一番便利だろうということで，車を １ 台レンタカーし，
現地での移動に利用しました。
Ⅲ．英語の勉強
　わたしは高校生活 3 年間をアメリカで過ごしたということもあり，英語に関しては少しアドバンテージ
があったかもしれません。しかし，これまで医学英語に触れる機会は少なく，その点では周りの学生と同
じレベルでのスタートとなりました。わたしたちは海外実習組 ４ 人で集まって，出発の 2 か月ほど前から
Currentの英語の教科書を使って，音読，日本語訳をする，といった勉強会を行っていました。それがど
れほど海外での実習で役に立ったかは分かりませんが，英語にまったく触れずに出発するよりは，随分良
かっただろうと思います。より実践的に，自己紹介の練習といったことも役に立ったと思います。
4 ．実習について
　実習の場としては①研究室，②Rady Children’s Hospital，③Sharp Hospital，④大学の ４ つがありました。
①　研究室では川崎病を対象にした研究が行われていました。主にミーティングやディスカッションに参加
させていただき，研究の内容はレベルが高く，正直言語の問題以前に非常に難しかったように感じまし
たが，アメリカ式の活発なミーティングを体験でき，世界の最先端を走る研究を垣間見ることができた
という点でとても有意義であったと思います。
②　Rady Children’s Hospitalは小児総合疾患病院で，Dr. BurnsとDr. Tremouletについて川崎病患者の外
来見学，入院患者の診察を行いました。川崎病のクリニックが開かれるのが週に １ 度，水曜日だけで
あったので，主にそこでの活動となりましたが，その他に新しく川崎病患者の搬送があった場合は緊急
で病院に向かい，診察に付き合わせていただくこともありました。このクリニックでの見学で強く感じ
たことは，アメリカの医療はとても効率化や分業化が進んでいるということ，そしてその分スペシャル
ティとしてそれぞれの仕事に対して時間をかけて丁寧に向かい合っているということです。アメリカで
は複数の診察室に患者を先に待たせておき，そこに医師があとから入室・退室する形であり，スムーズ
な診療が進められていると感じました。また，川崎病について，またそこから派生する多くの症状，不
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安に対して患者と家族に丁寧に言葉を選んで（時には言語も選んで）説明する姿に川崎病のスペシャリ
ストとしての責任感や誇りを感じ，憧れを抱きました。アメリカの医療は効率化，分業化が進む中で，
しっかりと医療における暖かさも残していて，これから医師となっていく上でとても大切なことに気づ
かされました。
③　Sharp HospitalはRady Children’s Hospitalに隣接する病院であり，循環器カンファレンスや講座への参
加，カテーテル治療の見学（TAVI）をさせていただきました。カンファレンスでの先生方のプレゼン
テーションはいつでもユーモアがあり，また聴衆からも活発に質問や意見が飛ぶところが日本とは大き
く違う点であると実感しました。
④　大学では，医学部 １ 年生（ １ 年生といっても ４ 年制大学を卒業後，Medical Schoolに入学後の １ 年生な
ので，実際は ５ 年生）の授業に混ぜてもらい，そこで出会った学生と日本とアメリカの医療の違いや医
学部のシステムの違い，その他多くのことを語り合うことができて，とてもよい経験になりました。ま
た，Group Discussionに参加させていただいた際は，学生のプレゼンテーション能力や知識の多さに唖
然とし，またアメリカの医学生の勉強熱心で向上心のある姿に刺激を受け，モチベーションを高めるこ
とができました。
⑤　ちょうど私たちがサンディエゴにいた ４ 月末には小児科学会がサンディエゴで開催されたため， ４ 日間
学会会場において興味のある発表やポスターを見て知識を得るという，なかなかできない経験をさせて
いただきました。初 めての 学 会 が 海 外 学 会 ということで，このような 機 会 をたえてくださったDr. 
Burnsに本当に感謝しています。
5 ．その他
　 １ か月，実習は １ 日ある時もあれば午前中で終わることも多くあり，その空いた時間をうまく使ってサン
ディエゴ，時にはロサンゼルスまで足を延ばして観光することもできました。天気は常に快晴，すぐそこに
ビーチがあってちょっと行けば山に登ることもできる，そんな観光にも学業にも適した素敵な街で， １ か月
でアメリカを満喫することができ，病院実習はもちろんのこと，プライベートな時間もしっかりと充実させ
ることができたことはとても有意義だったと思います。
6 ．最後に
　この度， １ か月間の海外実習を通して，アメリカと日本の医療の違いはもちろんのこと，アメリカの医学
生と日本の医学生の違いといったより現実的なことについても考えさせられました。この １ か月で得たこと
は，医学的な知識にとどまらず，医師として今後働くときにおける自分のモチベーションや，大きな目標に
つながるものであったと感じています。苦労することも多くありましたが，それにより得た充実感，達成感
はこの海外実習でしか味わえないものであったと思いますし，また今回出会ったアメリカで働くアメリカ人
医師，アメリカで働く日本人医師，研究者，そして様々な人種の医学生との交流を通して，視野を大きく広
げることができたと思います。最後になりましたが，今回の海外実習を行うにあたり，ご尽力くださったす
べての方々に深く感謝いたします。ありがとうございました。
